
 
土木部所管事業に関する報告事項 

 
 

１．公共事業に係る国土交通省関係予算について   
○国土交通省公共事業関係費 

 ・令和４年度予算額  ５兆２，４８０億円 

・施策の柱 

①国民の安全・安心の確保 

②社会経済活動の確実な回復と経済好循環の加速・拡大 

③豊かで活力ある地方づくりと分散型の国づくり 

  ・「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策（Ｒ３～Ｒ７、総額１５兆円） 

を計画的に実施。 

 

○令和４年度土木部関係予算について（公共事業費） 

 

                                             （単位：百万円、事業費） 

 

Ｒ４当初 （参考）Ｒ４年１月補正 

直轄事業 

(a) 

補助事業 

（b） 

合計 

(a)+(b) 

直轄事業 

(c) 

補助事業 

（d） 

合計 

(c)+(d) 

道路 8,308 32,735 41,043 1,134 5,597 6,731 

河川 6,328 6,744 13,072 5,970 9,924 15,894 

港湾 941 547 1,488 689 1,202 1,891 

都市計画 189 695 884 － 166 166 

下水  5,079 5,079  513 513 

住宅  1,595 1,595  － － 

計 15,766 47,395 63,161 7,793 17,402 25,195 

 
 

２．大規模災害からの復旧・復興の状況について ・・・・・・・・・・別添１  

 ○令和元年東日本台風からの復旧・復興 

  ・令和６年度の完了を目指し「那珂川・久慈川緊急治水対策プロジェクト」を実施中 

 
 

３．幹線道路等の整備について  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・別添２、３  

 ○首都圏中央連絡自動車道（圏央道） 

  ・県内区間を含む東北道から東関道水戸線までの４車線化を事業中 

○東関東自動車道水戸線（東関道水戸線） 

 ・未開通の潮来ＩＣ～鉾田ＩＣ間を事業中 

○直轄国道 

 ・国道６号や５０号などの４路線１６区間で事業中 

資料１ 

-1-



○スマートＩＣ 

 ・スマートＩＣの設置支援やアクセス道路整備の実施 

 ・(仮称)千代田ＰＡスマートＩＣの新規事業化への支援 

○一般県道小泉水戸線 

 ・水戸市下大野～東大野 約２．４㎞区間の供用開始（令和４年４月２７日） 

 
 

４．港湾の整備と利用について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・別添４  

 ○茨城港常陸那珂港区 

  ・水深１２ｍ岸壁（２バース目）、東防波堤の整備 等 

 ○鹿島港 

  ・洋上風力発電設備の基地港湾の整備、南・中央防波堤の整備 等 

 〇カーボンニュートラルポート形成に向けた取り組み 
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別添１－１ 

令和元年東日本台風からの復旧・復興 
 

〇那珂川・久慈川緊急治水対策プロジェクトについて 

 令和元年東日本台風により甚大な被害が発生した那珂川・久慈川水系において、国、県、

市町村が連携し、「那珂川・久慈川緊急治水対策プロジェクト」を推進 

プロジェクトでは河道掘削や堤防整備に加え、遊水地や霞堤整備といった遊水・貯留機能

の確保・向上などによるハード対策と共に、危機管理型水位計や河川監視カメラの設置等に

よるソフト対策を合わせた防災・減災対策を、令和６年度完了に向けて実施中 

令和２年度には、久慈川緊急治水対策河川事務所が常陸太田市に開所され、県より５名の

職員を派遣 

令和３年度からは、権限代行区間の事業を推進するため、沿川の常陸大宮市、大子町、県

土地開発公社とも協力し、用地買収の強化を目的とした組織を新たに設置 

本年度より、さらなる用地買収の体制強化を図るため、職員を増員 

 

（１）令和３年度迄の事業内容 

  堤防決壊箇所の復旧は、全て完了 

調査設計、用地取得等を進め、用地取得が完了した箇所から堤防整備や河道掘削を実施 

 

（２）令和４年度の事業内容（予定） 

  引き続き用地取得等を進め、堤防整備、河道掘削を実施 

 

 那珂川緊急治水対策プロジェクト 久慈川緊急治水対策プロジェクト 

事業期間 令和元年度～令和６年度 令和元年度～令和６年度 

総事業費 
国（茨城県分）：約 465 億円 

県：約７億円（災害復旧） 

国：約 334 億円 

うち権限代行分：約 172 億円 

県：約 16億円（災害関連含む） 

 
執行状況

(事業費) 

国（茨城県分）：約 48％（221/465 億円） 

県：100％（７/７億円） 

国：約 52％（174/334 億円） 

うち権限代行分：約 52％（89/172 億円） 

県：100％（16/16 億円） 

  ※国の執行状況は、内示額より作成（Ｒ３補正を含む） 
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別添２ 

幹線道路等の整備について 

 

○首都圏中央連絡自動車道（圏央道） 

 ・県内区間：埼玉県境～千葉県境間 約７１ｋｍ（暫定２車線で供用済） 

 ・事業区間（４車線化）：県内区間を含む東北道から東関道水戸線までの区間 

       ※令和４年度から順次供用、令和８年度までに全線供用予定 

 

○東関東自動車道水戸線（東関道水戸線） 

 ・県内区間：千葉県境～茨城町ＪＣＴ間 約５１ｋｍ 

 ・開通区間：千葉県境～潮来ＩＣ間   約 ２ｋｍ 

       鉾田ＩＣ～茨城町ＪＣＴ間 約１８ｋｍ 

 ・事業区間：潮来ＩＣ～鉾田ＩＣ間   約３１ｋｍ 

※国は「令和７～８年度の開通を目指す」と公表 

 

○直轄国道 

 ・４路線（国道４号、６号、50 号、51 号）16 区間でバイパスや拡幅事業実施 

 

○スマートインターチェンジ 

 ・高規格幹線道路の利便性向上のため、スマートＩＣ設置への支援やＩＣア

クセス道路の整備を実施 

・（仮称）千代田ＰＡスマートＩＣの新規事業化に向けた支援の実施 

 ※令和３年８月６日 準備段階調査箇所選定 
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別添３ 

（一）小泉水戸線 

（水戸市下
しも

大野
お お の

～東
ひがし

大野
お お の

） 

〇小泉水戸線は、水戸市小泉町
こいずみちょう

の国道２４５号と水戸市浜田町
はまだちょう

の国道５１号を東西に 

結ぶ幹線道路であり、沿線地域の日常生活も支える重要な路線です。 

 

〇この度、那珂川の築堤整備と連携して、道路付け替え整備を実施していた本バイパス 
事業区間約２．４ｋｍが供用する運びとなりました。 

 
〇本区間の開通により、道路幅員が狭く歩道も無いなど、安全性や円滑な交通の確保に

支障をきたしていた区間が解消されることで、人や物の交流促進に大きく寄与するも

のと期待されます。 
 

○供用区間概要 

   延    長：約２．４ｋｍ 

   幅    員：１０．５ｍ（２車線・片側歩道） 

   供 用 開 始：令和４年４月２７日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R4.4.27 供用予定 

L=2.4km 
水戸市 

那珂川築堤整備箇所 
ひたちなか市 

大洗町 
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別添４ 
 

 港湾の整備と利用について  

 

１ 茨城港常陸那珂港区 

  常陸那珂港区においては、建設機械や完成自動車など貨物需要の増加に対応するため、 

水深 12ｍ岸壁（2 バース目）について整備を進めており、令和４年度中の全面供用開始（L=300m）

を予定している。 

また、老朽化対策として荷役機械の更新を進めるほか、港内の静穏度を向上させるための東防波

堤の整備を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 鹿島港 

  鹿島港においては、洋上風力発電設備を設置・維持管理するための基地港湾の整備を進めており、

洋上風力発電拠点の形成を目指している。 

  港内の静穏度を向上させるため、南・中央防波堤の整備を進めている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

３ カーボンニュートラルポート形成に向けた取り組み 

茨城港・鹿島港のカーボンニュートラルポート形成を目指し、令和４年３月にカーボンニュート

ラルポート形成計画（案）を策定した。 

燃料アンモニア等の次世代エネルギー供給拠点の形成や、ターミナル施設内の脱炭素化に向けた

カーボンニュートラルターミナル化の検討など、港湾機能高度化の実現に向けた取り組みを推進し

ていく。 

東防波堤 L=5,710m/6,000m（R3 年度末） 

北ふ頭地区 

水深 12m 岸壁（2バース目） 
計画延長 300m  R4 年度 全面供用予定 

（R3.2  270m 供用済） 

ＪＥＲＡ 
常陸那珂火力発電所 

中央ふ頭地区 

南ふ頭地区 

常陸那珂港 IC 

ＭＰⅠ 

ＭＰⅡ 

南防波堤 L=4,660m/4,800m（R3 年度末） 

中央防波堤 L=797m/900m（R3 年度末） 

 

 

外港地区 

洋上風力発電 基地港湾整備 

荷役機械更新 N=2 基 
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